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はじめに 
 3 月 12 日、エストニア共和国のマルクス・ツァフクナ（Margus Tsahkna）外相は日本国
際問題研究所にて、「自由な世界のために」と題して講演を行った。ツァフクナ外相はウ
クライナ支援、ルールに基づく国際秩序の擁護の重要性を語り、各国へのウクライナに対
する協力を呼びかけた。 
 講演の中で強調されたのは、「歴史的経験」がエストニアに大きな影響を与えている、
という点であった。例えばツァフクナ外相は自国の安全保障に関し、「1991 年の独立回復
後、我々は２つの教訓を得た。我々は必ず反撃する。そして、二度と一人にはならない。」
1と述べ、防衛能力の確保、また NATO や EU といった国際機構を重視する姿勢を示して
いる。 
 それではエストニア安全保障の背景にある「歴史的経験」とは何か。それはツァフクナ
外相の発言からもうかがえるように、2 つの教訓を得るに至った 1991 年のエストニアの独

立回復
．．

の前提、つまり第二次世界大戦における独立喪失
．．

である。本稿ではエストニアとい
う国家の独立とその喪失について、ごく簡単にではあるが振り返ってみたい。 
 
1．エストニア民族の誕生と帝国内自治 

そもそも「エストニア」という民族国家の形成に先立って、「エストニア人 (eestlane)」
という民族意識が生まれるのは 19 世紀のことであった。現在のエストニアに当たる地域は
長らくデンマーク、ドイツ騎士団、スウェーデン、ロシアといった諸勢力の支配下におか
れてきた。ロシア帝国時代、移動の自由を持たない農奴としてこの地域に住んでいたエス
トニア語系住民は，領主として都市に住むバルト・ドイツ人と対比され、エストニア語で
「国の民（maarahvas）」と呼ばれていた。 

1810 年代になると、現在のエストニア北半分に相当するエストラント、そしてエストニ
ア南半分とラトビア北半分に相当するリーフラントで農奴解放が実施され、人口の流動化
に伴う都市人口の増加や教育制度の整備、技術発展が進んだ。このような近代化の進展は
エストニア民族主義の高まりに繋がっていくが、その動きを支えたのは、1632 年にリーフ
ラントの都市タルトに設置されたタルト大学であった。 

エストニア民族主義の象徴的役割を担ったのはエストニア語であり、これに対する関心
が高まったのは 1820 年頃であった。聖書の翻訳や礼拝に用いるエストニア語と、「国の

 
1 日本国際問題研究所「JIIA フォーラム『自由な世界のために』エストニア外務大臣来日記念講演」（20
24 年 3 月 12 日）〈https://www.jiia.or.jp/eventreport/20240312-01.html〉2024 年 4 月 28 日アクセス。 
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民」が用いるエストニア語の相違を認識したバルト・ドイツ人聖職者によってエストニア
語研究が開始され、辞書の編纂やエストニア語の表記法の改革が行われた。 

この動きに参加したのが、タルト大学で教育を受けたエストニア語系の知識人であった。
1820 年頃の詩の執筆に始まり、1850 年代になると世俗的な読み物、戯曲、新聞の出版や
叙事詩の編纂が盛んになった。これらの動きが学校教育の普及による識字率の向上と合わ
さり、エストニア語系住民の「エストニア人」意識が高まっていくこととなった 2。1857
年に創刊されたエストニア初の週刊新聞『ペルノ・ポスティメース（Perno Postimees）』
では、「国の民」に代わって「エストニア人」という言葉が初めて使われたが、このこと
は、この時期におけるエストニア民族主義の高まりを示している。またエストラント・リ
ーフラントにまたがるエストニア人の居住地域が「エストニア」として意識されはじめた
のもこの頃である。 

 

 
『ペルノ・ポスティメース』の創刊号 3 

 
 とはいえ、この動きが直ちに「エストニア」という国の成立をもたらしたわけではない。
知識人たちが当初目標としていたのはロシア帝国内でのバルト・ドイツ人支配を前提とし
たエストニア民族の存続であった。急進的な立場をとる知識人も、バルト・ドイツ人支配
からのエストニア人解放に目標を定めており、その達成のため、ロシア帝国に期待を寄せ
ていた。 
 
2．帝国内自治から独立へ 
 以上の状況は第一次世界大戦の勃発後、2 度にわたるロシア革命によって変化した。

 
2「エストニア人」意識の形成に関し、エストニア語に加えて役割を果たしたのは合唱の文化であった。1
991 年の独立回復に至る過程は「歌う革命」とも呼ばれるほか、今なお民族的行事として全国合唱祭が行
われるなど、合唱文化は深くエストニアに根付いている。そのような合唱文化の基盤となったのは、この
時期学校教育が普及したことによる、人々の音楽リテラシーの向上であった。 
3 Perno Postimees, No. 1, 05.06.1857.  
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1917 年のロシア二月革命で帝政が倒れ、臨時政府が成立すると、エストニア人の居住地域
に沿ったエストニア県が新たな行政単位として設定された。エストニア県ではエストニア
人による地方議会が成立し、いよいよ自治が始まったかに思えた。しかし、同年のロシア
十一月革命、ボリシェヴィキの権力奪取と革命委員会の成立に伴い、1 年にも満たず地方
議会は強制的に解散に追い込まれてしまう。議会は新たに救済委員会を設置して権力を移
譲し、自治確保へ望みをつないだ。 
 1918 年 2 月、ドイツ軍がエストニアに侵攻すると、ボリシェヴィキはタリンから撤退す
る。支配に僅かな空白の期間が生まれたその機をとらえ、救済委員会は 1918 年 2 月 24 日、
エストニア共和国の独立を宣言した。今日の独立記念日はこの出来事が由来となっている。
独立を宣言した翌日の 25 日にドイツ軍はエストニアを占領、その後バルト地域の施政権を
獲得すると、民族運動は抑圧されることとなった。 
 転機となったのは第一次世界大戦の終了であった。ドイツの敗北に伴って、エストニア
共和国臨時政府が速やかに再建されたのである。しかし、政府は直ちに問題に直面する。
すなわちドイツ敗北後もなお存在するドイツ側「義勇軍」、ソヴィエト＝ロシアの支援を
受け、エストニアでのボリシェヴィキ政権樹立を目指す「赤軍」への対処であった。1918
年末に赤軍の進軍によって始まった一連の戦いは「独立戦争（Vabadussõda）」と呼ばれ
る 4。 
 

 
「独立戦争」期に用いられた装甲列車 5 

 
 当初赤軍は兵力で優位に立ち、一時はタリン以外のエストニア全域を掌握して革命政権
の樹立を宣言した。すると、ボリシェヴィキ政権の拡大を食い止めたいイギリス海軍は政

 
4ここで注意しておきたいのは、独立戦争の構図は単にエストニア人対ロシア人、という民族対立に還元
されない点である。そもそもボリシェヴィキ政権はエストニアでも多くの支持を集めていた。その後支持
は低下するものの、依然として多数のエストニア人が革命政権樹立を求めており、そのようなエストニア
人社会主義者は赤軍側で武器を取った。独立戦争はあるべきエストニアの姿を巡ってエストニア人同士が
争う、内戦の性格を有していた。 
5 RA (Rahvusarhiiv), ERA.4996.1.267.25 ‘Laiarööpmeline soomusrong nr 2 Petseri lähedal 1919. a aprillis,’ 
04.1919. 
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府を支援し、フィンランドからの義勇兵も政府側に加わった。その後、赤軍を政府側が押
し返すと、今度はドイツ人国家の形成をもくろむ義勇軍が攻勢をかけた。最終的に政府は
義勇軍を下し、1920 年、ソヴィエト＝ロシアとの間にタルト条約を締結、ようやくエスト
ニアはロシアからの独立を達成することとなる。  
 
3．エストニアにおける２つの「失敗」と独立の喪失 

新しく成立したエストニアにおいては、いかにして自国の存立を維持するかが課題であ
った。ロシア、ドイツという大国に挟まれたエストニアでは、これらの国々からの攻勢に
対応できる体制を作ることが必要とされた。 

エストニアはこの課題に対し、フィンランド・ラトビア・リトアニア・ポーランドとの
５か国での安全保障協力によって応えようとした。しかし、フィンランドは他 4 か国の紛
争に巻き込まれる不安を考慮して北欧諸国に接近、ポーランドとリトアニアは領土問題を
めぐり緊張関係にあった。結局、この試みは 1923 年のエストニア・ラトビア間の限定的な
協力に帰結した。 

その後、1934 年のドイツ・ポーランド不可侵条約の締結で危機感を強めたリトアニアが
エストニア・ラトビアに接近、バルト三国協商が成立する。しかしバルト三国協商は有効
な枠組みとはならなかった。ソ連を脅威と見るエストニア、ソ連・ドイツ双方を警戒する
ラトビア、そしてポーランドと対立し、ソ連からの支援を受けるリトアニアの三者が、安
全保障協力を円滑に行うことは難しかったのである。エストニアは自国を守る多国間安全
保障協力体制の形成に失敗した。 

1930 年代後半に入ると、ドイツやイタリアの拡大によって、ヨーロッパの緊張は高まっ
ていく。エストニアはそのような緊張の高まりの中、1938 年 12 月に中立宣言を行ったが、
その目的は今後発生するであろう紛争、つまり第二次世界大戦の局外に立ち、国家の存立
を維持することにあった。 

しかし、エストニアの願いは叶わなかった。ドイツがポーランドに侵攻して第二次世界
大戦が勃発すると、1939 年 9 月、ソ連はエストニアへの陸海空軍の駐留を要求した。エス
トニアは内政不干渉の保証は得たものの、この要求に屈することとなってしまったのであ
る。背景には、ソ連の要求に先立って 8 月に成立した独ソ不可侵条約があった。本条約の
付属秘密議定書で、エストニアはソ連の勢力圏下に入ることが定められていたのであった
6。 

1940 年になるとソ連の要求は拡大し、駐留軍の増員と親ソ政権の樹立を求めるようにな
った。ソ連による全面攻撃の姿勢が示される中でエストニアがこれを受け入れると、共産
主義者が示威行動を実施、政権を奪取した。その後、７月には選挙が行われたが、政府が

 
6 なお本条約の締結に先んじて、長らく存在感を示してきたバルト・ドイツ人は大部分がドイツ本国に帰
還している。 
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認めた候補者以外、すなわち共産党候補者以外の立候補が事実上不可能であった。この選
挙では投票数の操作なども行われ、これによって成立した「議会」はソ連への加盟を申請、
エストニアはソ連に編入されることとなった。 
 
おわりに 
 かくして、エストニアはその独立を喪失することとなった。その後の独ソ戦に伴って、
この地の支配者はドイツ、そして再びソ連へ移り変わった。エストニアの人々はそのよう
な変化に否応なしに巻き込まれ、翻弄されていく。ソ連支配下のテロルでは、老若男女を
問わず、多数の人々が強制連行された。独ソ戦においてはドイツ側・ソ連側部隊双方にお
いて、エストニア人が志願し、あるいは徴兵され、戦場で戦った。ナチ・ドイツによる占
領下、ドイツ人によるユダヤ人虐殺の指令に従わざるを得なかった者もいた。そしてソ連
による再占領後、独立回復に向けたゲリラ活動が起こる中で、この活動の鎮圧を求める
人々もいた。支配者の移り変わる過程で多くの難民が生まれ、国外への脱出を強いられた。
以上の歴史的経験を踏まえたエストニアの安全保障における教訓、すなわち安全保障体制
形成・中立の失敗による独立喪失への反省が、エストニアの安全保障の背景に存在するの
である。 
 独立喪失とその後の経過に関する歴史認識は今なおエストニアにおいて、またエストニ
ア一国を越え、「記憶の戦争」とも呼ばれるほどの激しい対立の渦中にある。独立の喪失、
その後のドイツ・ソ連による支配を、「全体主義国家による占領の継続」と認識するのか、
あるいは「エストニアのナチ・ドイツからの解放」と認識するのか、の対立である。 
 そしてこのような歴史認識の対立は、今日の安全保障にも影響を及ぼしている。2022 年
のウクライナ戦争勃発後、ロシア国境沿いにあり、ロシア語話者・ロシア国籍者が多数居
住する都市ナルヴァからソ連戦車の記念碑が撤去されたが、カヤ・カッラス（Kaja Kallas）
首相は記念碑撤去の目的について、「我々はロシアに対し、エストニア国内の平和を妨げ
るために過去を利用する機会を与えない」7と直截に述べている。ロシアがウクライナへの
侵攻の正当化に「脱ナチ化」の言説を用いたことを踏まえれば、以上の例はエストニアに
おいて、歴史認識の対立が切迫した安全保障上の問題につながり得る、と認識されている
ことを示している。ウクライナ戦争が続く中で、歴史認識を巡る対立にエストニアがどの
ように取り組んでいくのかが注目される。 
 末尾となるが、東京大学大学院人文社会系研究科にて教授を務められた松村一登氏、ま
たタルト大学のエネ・セラルト（Ene Selart）氏に、著者の草稿について詳細なコメントや
ご提案をいただいた。心より御礼申し上げたい。 
 

 
7 Eesti Vabariigi Valitsus, “Valitsus teisaldab Narvas Nõukogude Liidu sõjamonumendid.” (August 16, 202
2) Accessed September 14, 2022. ( https://valitsus.ee/uudised/valitsus-teisaldab-narvas-noukogude-liidu-s
ojamonumendid) 
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